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ツ
ア
ー
。
今
年
は
2
月
2
〜
3

日
（
土
・
日
）
の
一
泊
で
長
野

県
北
安
曇
郡
白
馬
村
の
白
馬
五

竜
ス
キ
ー
場
に
行
き
ま
し
た
。
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き
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
地
で
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ

ー
は
も
ち
ろ
ん
、
夕
食
後
の
交

流
会
で
も
支
部
関
係
な
く
混
合

チ
ー
ム
対
抗
戦
で
優
勝
を
競
い

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
支

部
間
交
流
だ
け
で
な
く
、
仲
間

の
新
た
な
繋
が
り
を
強
め
る
事

が
出
来
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
け
が
を
す
る
仲
間
も
出

ず
、
参
加
者
全
員
が
無
事
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

書
記
局
　
角
　
毅
征

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
  ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
ツ
ア
ー

仲
間
の
新
た
な
繋
が
り
を
強
め
る

松
竹
分
会
　
味
噌
作
り

み
そ
っ
て
こ
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
!!

日
本
の
青
空
Ⅲ

「
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン

さ
よ
な
ら
原
発
」

映画

土
建
国
保
組
合
の
国
庫
・
東
京
都
補
助

ハ
ガ
キ
要
請
で
現
行
水
準
確
保

支
部
の
初
参
加

者
は
１
名
で
し

た
。
申
し
込
み
は

2
名
で
し
た
が
、

う
ち
1
名
は
諸
事

情
に
よ
り
参
加
で

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
の

支
部
間
交
流
で
、
冬
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
る
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー

分
会
の
手
作
り
味
噌
作
り

も
、
今
年
で
５
回
目
と
な
り
ま

販
品
に
は
な
い
香
り
の
あ
る
味

噌
に
な
り
ま
す
。

午
後
１
時
過
ぎ
に
み
そ
づ
く

り
を
始
め
て
３
時
前
に
は
全
員

終
了
。
そ
の
後
、
干
し
芋
で
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
春
に
な
っ

た
ら
あ
れ
を
し
よ
う
、
こ
れ
を

し
よ
う
と
楽
し
そ
う
な
主
婦
の

会
味
噌
作
り
で
し
た
。

追
記

３
月
31
日
（
日
）
午

後
、
竹
丘
地
域
セ
ン
タ
ー
で

「
猫
ピ
ン
チ
」
作
り
を
し
ま

す
。
「
猫
ピ
ン
チ
」
と
は
何

か
？
 乞
う
ご
期
待
。

松
竹
分
会
　
阿
部
　
史
夫

当
日
は
大
型
バ
ス
を
貸
し
切

っ
て
村
山
大
和
支
部
を
朝
5
時

に
出
発
し
ま
し
た
。

行
き
の
バ
ス
内
で
は
、
初
参

加
者
が
い
る
中
で
、
盛
大
な
騒

ぎ
で
し
た
が
、
出
発
時
間
が
早

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
続
々
と

夢
の
中
へ
…
。

当
日
の
参
加
者
は
全
体
で
30

名
近
く
と
な
り
支
部
か
ら
は
６

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

時
期
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
も
あ
り
、
急
遽
参
加
で

き
な
く
な
る
仲
間
も
い
た
こ
と

か
ら
申
込
よ
り
参
加
者
が
減
少

し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
国
保
組
合

に
対
す
る
補
助
の
見
直
し
が
議

論
さ
れ
る
中
、
現
行
法
の
改
正

を
見
込
ま
な
い
で
補
助
金
を
算

出
し
、
現
行
水
準
の
補
助
を
確

保
す
る
土
台
を
築
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

組
合
組
織
人
員
が
減
少
す
る

中
、
私
た
ち
の
命
と
生
活
を
守

る
た
め
の
声
と
し
て
仲
間
か
ら

届
け
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
の
総
数

は
、
厚
労
省
・
財
務
省
・
東
京

都
全
て
の
と
り
く
み
で
、
組
織

人
員
比
で
昨
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
東
京
都
で
は
ハ
ガ
キ
総
数

で
も
昨
年
を
上
回
る
3
0
2
、

9
3
0
枚
を
集
約
し
ま
し
た
。

仲
間
の
取
り
組
み
の
成
果

し
た
。
２
月
24
日
（
日
）
竹
丘

の
原
田
ひ
ろ
み
事
務
所
を
借
り

第45回支部定期大会
日付：4月7日（日）
会場：成美教育文化会館
住所：東久留米市東本町８－１４
時間：9時30分開場・10時開始
※例年と会場が異なる為ご注意ください

あ
る
日
、
の
ど
か
な
町
で
、

土
地
が
ど
ん
ど
ん
買
わ
れ
て
い

く
。
「
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
を
作

る
よ
う
だ
」
と
い
う
噂
。
実

際
、
町
が
何
億
円
も
ら
っ
た

と
、
お
金
が
動
き
始
め
た
。
そ

う
や
っ
て
原
発
誘
致
の
た
め
に

ひ
そ
か
に
土
地
が
買
わ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。

始
め
は
町
の
活
性
化
や
自
分

の
利
益
の
為
に
賛
成
し
た
人
達

も
、
世
界
で
相
次
ぐ
原
発
事
故

で
危
機
感
を
覚
え
、
将
来
の
巻

町
の
こ
と
、
子
供
達
の
為
に
と

反
対
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
新
潟
県
（
旧
）

巻
町
で
長
き
に
亘
り
原
発
建
設

の
賛
否
を
問
い
、
自
分
達
の
町

の
事
を
自
分
達
で
決
定
す
る

エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
し
た
11
月

18
日
は
寒
い
中
で
の
撮
影
で
し

た
が
、
市
民
運
動
を
取
り
上
げ

た
映
画
に
参
加
で
き
と
て
も
よ

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
是

非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
未
来
に
ど
の
よ
う

な
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
か
？

清
里
分
会
　
鈴
木
　
勝
雄

エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
者

鈴
木
　
勝
雄
／
山
岸
　
妙
子

て
、
総
勢
６
名
で
行
い

ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
主
婦
の
多

い
中
、
天
野
分
会
長
が

初
参
加
。
手
順
通
り
に

茹
で
て
き
た
豆
を
機
械

で
つ
ぶ
し
、
塩
、
麹
と

混
ぜ
合
わ
せ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
入
れ
物
に
隙

間
な
く
入
れ
て
完
成
。

特
に
難
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
天
野

さ
ん
は
、
「
へ
ぇ
、
味

噌
っ
て
の
は
こ
う
や
っ

為
、
住
民
運

動
を
起
こ
し

た
実
話
を
映

画
化
し
た
も

の
で
す
。

て
作
る
も
ん
な
ん

だ
」
と
感
心
し
て

い
ま
し
た
。
10
ヶ

月
も
す
れ
ば
、
市

で
、
国
庫
補
助
・
東
京
都
補
助

と
も
に
、
現
行
水
準
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
員

要
請
・
国
会
行
動
な
ど
も
合
わ

せ
て
、
大
衆
行
動
の
総
合
的
な

前
進
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
と
な

り
ま
し
た
。

支
部
で
は
、
２
ヶ
月
の
と
り

く
み
の
中
間
集
約
を
し
て
、
提

出
の
な
い
仲
間
へ
再
度
の
呼
び

か
け
を
行
う
こ
と
で
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
仲
間
の
皆
さ
ん
、
回
収

に
奮
闘
し
て
く
れ
た
分
会
役
員

書
記
局
　
木
田
　
恵

提出枚数 取組期間

厚生労働省 2939枚 7月～8月

東京都 3057枚 9月～10月

財務省 2938枚 11月～12月

の
皆
さ
ん
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
支

部
集
約
の
詳
細
は
表

を
参
照
。

◆ ハガキ要請集約表 ◆上 映 会

上映日：5月10日（金）
10：30、13：00、19：00

会場：清瀬けやきホール
支部にてチケットを取り扱
っています。詳細は支部に
てお問い合わせください。

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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建
設
労
働
者
春
闘
決
起
集
会

３
・
８
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
は

３
５
０
０
名
、
支
部
か
ら
の
参

加
は
27
名
で
し
た
。

東
久
留
米
駅
出
発
前
、
石
垣

委
員
長
よ
り
今
日
の
集
会
の
意

三
多
摩
春
闘
決
起
集
会

我
々
の
主
張
が

草
の
根
の
運
動
で
広
が
っ
て
い
る

建
設
労
働
者
春
闘
決
起
集
会

公
契
約
条
例
、
川
崎
市
で
は
喜
び
の
声

支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
総
会

結
成
10
周
年
行
事
に
向
け
て

2・20
八
王
子
市
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
集
会
に
は
、
東
京

土
建
を
は
じ
め
、
多
摩
地
区
の

様
々
な
働
く
仲
間
の
代
表
、
有

志
、
総
勢
６
６
０
人
ほ
ど
（
支

部
か
ら
は
委
員
長
以
下
、
書
記

を
含
め
11
人
）
が
集
ま
っ
た
。

集
会
の
幕
開
け
は
、
八
王
子

民
舞
の
会
に
よ
る
、
岩
手
県
に

伝
わ
る
、
太
鼓
と
歌
に
あ
わ
せ

た
剣
舞
を
思
わ
せ
る
か
わ
い
い

群
舞
「
御
神
楽
」
。

し
か
し
本
題
に
入
る
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
困
難
な
問
題

と
戦
い
に
向
か
う
決
意
と
で
、

義
が
語
ら
れ
「
今
日
は
寒
中
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
、
ま
た
、
片
見
組

織
部
長
か
ら
は
「
デ
モ
は
最
後

ま
で
歩
き
ぬ
こ
う
」
と
の
檄
が

と
び
、
出
発
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
時
々
吹
く
風
が
体

を
底
か
ら
冷
え
さ
せ
ま
し
た
。

会
場
は
、
例
年
に
な
い
緊
張
感

と
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

「
賃
金
上
げ
ろ
！
 仕
事
よ

こ
せ
」
と
題
さ
れ
た
基
調
講
演

（
全
労
連
常
任
幹
事
・
伊
藤
圭

一
氏
）
で
は
、
安
倍
総
理
の
打

ち
出
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
欺
瞞

�
�
�

が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
逆

に
、
今
、
共
闘
会
議
が
常
に
主

張
し
て
き
た
、
「
働
く
者
の
賃

金
上
昇
に
よ
っ
て
経
済
の
活
力

を
取
り
戻
す
、
そ
れ
こ
そ
が
日

本
再
生
の
本
道
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
道
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
、
色
々
な
経
済
評
論
家
か

す
で
に
二
年
が
た
つ
の
に
復
興

が
進
ん
で
い
な
い
。
除
染
作
業

を
行
っ
て
い
る
労
働
者
に
は
、

給
料
の
ピ
ン
撥
ね
で
ま
と
も
な

賃
金
が
払
わ
れ
て
い
な
い
状
態

で
あ
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

社
会
保
障
未
加
入
問
題
も
深

刻
で
す
。
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
状
況
が
続
き
、
下
請
け
へ

の
福
利
厚
生
費
を
含
め
支
払
い

を
求
め
る
運
動
を
強
め
て
い
こ

う
と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
制
定
の
川
崎
市

で
は
「
賃
金
が
こ
ん
な
に
高
く

も
ら
え
た
の
は
久
し
ぶ
り
だ
」

と
喜
び
の
声
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。憲

法
九
条
で
も
同
様
で
、
改

憲
し
よ
う
と
し
て
い
る
与
党
が

増
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
闘
い
は
大
変
で
す
。
改
憲
に

よ
っ
て
、
戦
争
に
向
か
う
改
悪

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。夏

の
参
議
院
選
で
は
、
我
々

が
安
心
し
て
仕
事
と
生
活
で

き
、
そ
し
て
後
世
ま
で
も
平
和

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
政

党
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
個
々
が
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
と
情
報
を
共
有
し
、
草
の

根
の
運
動
を
強
め
訴
え
続
け
、

夏
ま
で
の
短
期
戦
を
乗
り
越

え
、
必
ず
勝
利
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

清
里
分
会
　
鈴
木
　
勝
雄

ら
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
日
本
再
生
＝
働
く

人
一
人
一
人
が
豊
か
に
な
る
チ

ャ
ン
ス
、
13
春
闘
、
職
場
・
地

域
で
声
を
上
げ
、
と
も
に
行
動

し
よ
う
！
　
と
の
檄
が
と
び
ま

し
た
。

そ
の
あ
と
、
参
加
団
体
の
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
た
主

張
の
紹
介
（
東
京
土
建
は
各
支

部
の
ノ
ボ
リ
を
持
っ
た
代
表
が

舞
台
に
上
が
り
、
土
建
バ
ン
ド

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
会
場
と
一

緒
に
「
働
く
　
人
間
な
ん
だ
」

を
合
唱
）
、
会
場
内
の
仲
間
か

べ
て
悪
で
あ
る
と
流
布
さ
れ

た
。組

合
は
早
速
緊
急
の
会
議

を
開
き
、
地
下
足
袋
姿
で
講

を
済
ま
せ
た
、
こ
れ
が
悔
い

て
頭
を
離
れ
な
い
で
い
る
。

当
時
の
委
員
長
　
石
崎
　

政
治

談
社
へ
行
き
抗
議
を
行
っ

た
。
ま
た
支
部
事
務
所
ま
で

担
当
者
を
呼
び
抗
議
し
た
。

当
初
は
言
を
左
右
し
て
い
た

務
所
時
代
）
東
久
留
米

市
役
所
内
で
お
き
た
暴

力
事
件
（
黒
い
事
件
と

報
道
さ
れ
た
）
当
然
市

民
は
抗
議
に
た
ち
あ
が

り
、
組
合
も
そ
の
先
頭

に
立
ち
「
東
京
土
建
名

入
り
の
提
灯
」
で
市
内

を
デ
モ
行
進
し
た
。

こ
の
姿
を
見
た
よ
か

ら
ぬ
者
が
講
談
社
の

「
週
刊
現
代
」
誌
に
ガ

セ
ネ
タ
の
記
事
を
送
り

土
建
は
共
産
党
の
配
下

に
あ
る
、
土
建
業
は
す

が
、
組
合
員
の
真
剣
な
怒

り
に
講
談
社
は
、
記
事
が

「
捏
造
」
で
あ
る
事
を
認

め
謝
罪
し
た
。
清
瀬
・
東

久
留
米
の
両
市
民
に
は
、

真
実
を
急
い
で
知
ら
せ
な

く
て
は
と
、
講
談
社
負
担

で
「
謝
罪
文
」
を
掲
載
し

た
文
書
を
全
戸
配
布
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
非
常
な
短
時
間

で
解
決
で
き
た
の
だ
が
、

大
き
な
落
ち
度
が
あ
っ

た
。
組
合
の
顧
問
弁
護
士

に
全
く
相
談
し
な
い
で
事

湧
水

忘れられないこと

１
９
７
８
年
（
八
幡
町
事

ら
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
各
争

議
団
の
紹
介
が
あ
り
、
集
会
ア

ピ
ー
ル
：
生
活
保
護
の
切
り
下

げ
阻
止
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
、
公
契
約
条
例
制
定
、

社
会
保
障
拡
大
、
憲
法
護
持
、

消
費
税
増
税
阻
止
、
T
P
P
参

加
反
対
、
震
災
・
原
発
事
故
か

ら
の
早
期
の
復
旧
復
興
な
ど
、

を
採
択
。

最
後
に
、
土
建
本
部
の
宮
田

副
委
員
長
に
よ
る
「
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
と
「
が
ん
ば
ろ
う
」
の
合

唱
で
締
め
て
散
会
。

帰
途
、
J
R
八
王
子
駅
で
は

「
中
央
線
は
飯
田
橋
駅
で
起
こ

っ
た
人
身
事
故
の
影
響
で
ダ
イ

ヤ
が
大
幅
に
乱
れ
て
い
ま
す
」

の
構
内
放
送
。
八
王
子
は
遠

く
、
世
の
中
厳
し
い
で
す
ね
。

北
浅
分
会
　
佐
久
間
　
博

木
田
担
当
書
記

の
司
会
で
議
長

を
選
出
。
あ
ら

か
じ
め
役
員
会

で
決
め
た
川
上

さ
ん
（
元
塩
）
が
承
認
さ
れ
、

そ
の
後
は
次
第
通
り
に
進
行
、

約
30
分
で
総
会
は
終
わ
り
ま
し

た
。主

な
内
容
は
、
本
年
度
の
活

動
報
告
、
会
計
報
告
、
来
年
度

の
方
針
で
、
特
に
来
年
度
は
支

部
シ
ニ
ア
友
の
会
結
成
10
周
年

に
当
た
り
、
記
念
誌
の
発
行
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
周

年
行
事
を
含
ん
だ
活
動
が
あ
る

こ
と
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
挨
拶
で
は
、
仕

め
、
拡
大
に
大
い
に
協
力
し
、

楽
し
い
シ
ニ
ア
の
会
に
し
ま
し

ょ
う
、
の
檄
が
飛
び
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
缶
ビ

ー
ル
ほ
か
の
飲
み
物
に
簡
単
な

お
ツ
マ
ミ
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
、

様
々
な
話
題
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。シ

ニ
ア
友
の
会
の
会
員
の
み

な
ら
ず
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
北
浅
、
小
原
記
）

前
日
ま
で
の
寒

さ
が
ウ
ソ
の
よ
う

な
暖
か
さ
の
２
月

28
日
の
夕
刻
、
シ

ニ
ア
友
の
会
の
総

会
が
支
部
会
館
３

階
で
開
か
れ
ま
し

た
。現

在
の
友
の
会

の
会
員
数
は
１
２

９
名
、
総
会
出
席

者
は
20
名
で
し
た

（
特
に
定
足
数
の

規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
）。定

刻
に
な
り
、

事
で
は
シ
ニ
ア
で
あ
っ
て
も
、

組
合
で
は
現
役
で
あ
る
と
し

て
、
特
に
今
年
は
参
院
選
、
都

議
選
も
あ
り
、
状
況
を
見
極

宮
田
議
長

の
挨
拶
で

は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
勝
利
判

決
の
報
告
の

あ
と
、
「
東

日
本
大
震

災
、
福
島
原

発
事
故
か
ら


